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　娘が夏休みにドイツを旅行したことがある。まだ高校生の時で，大きなリュックを後
ろに，小さなデイパックを前に提げて，ユースホステルを泊まり歩く計画だった。私も
彼の地に用事があったので，行きと帰りは飛行機を一緒にして，滞在中は別行動にしよ
うと取り決めてあった。異国の一人旅に送り出す心配がないではなかったが，電車やバ
スの乗り方などを実地に教えた後，約束通りミュンヘンのマーリエン広場で別れること
になった。おりしも山本定祐先生もミュンヘンに来ておられ，ランゲさんも帰郷中とい
うので，電話で連絡を取り，総勢４人が落ち合い，広場近くの日当たりのいいオープン
カフェーに座った。青空に白い雲の浮かぶ，爽やかな日だった。あの時ケーキのおいし
いあの店を教えてくれたのも，ランゲさんだったのではなかろうか。
　娘はあの日私たちと別れた後，一人でノイシュヴァンシュタイン城に向かったが，
シーズン中とあって近くの町フュッセンに宿泊できず，結局ランゲさんのお宅にお世話
になったと後から聞いた。お宅にはまだ小学生だった可愛い二人の姉弟がいて，一緒に
城の見学にも連れて行ってもらったと嬉しそうに話していた。のんびり屋だったわが娘
も，今では母親となって二人の幼い子，これも姉弟を育てるのに忙しい。
　こうして個人的にもいろいろ世話になっているので，慣例のおごそかな表題を除い
て，ここでもランゲさんと呼ばせていただいているが，彼は大変に面倒見のいい人であ
る。学部内で十数年来続いているドイツ語Ⅱ総合クラスの共通テクスト教材をネット記
事などの中から毎年新たに探し出して提案してくれるのも彼であるし，また留学志望者
の面接委員や全学ドイツ語入試の出題委員やグローバル教育センターの委員，あるいは
文学部のドイツ語文学研究誌『早稲田ブレッター』の編集委員なども引き受けてくだ
さっている。その真率な人柄と篤実な仕事ぶりゆえに，学部内はもとより他学部の同僚
からも絶大な信頼をかち得ていることは，いまさら言うまでもない。学生の間でも，プ
ロゼミの『ドイツの広告』Werbung in Deutschland あるいはドイツ語Ⅱ選択クラスの
消　息
ヴィリー・ランゲ先生のご退職にあたって
文化論集第 46号
2 0 1 5 年 3 月
100 文化論集第 46 号
204
Deutsch multimedial などは人気科目であり，来年からその授業がなくなるとなれば，
どれだけの損失であるかしれない。しかしこれもまた彼らしいのだが，Deutsch multi-
medial については教材資料の提供と授業見学の申し出があり，それを受けて若い非常
勤講師の方に引き継ぐことができた。後々のことも考えてくれているのである。
　かくも奇特な得難き同僚であるから，何年か前に選択定年を意図していると告げられ
た時，当然ながら私はあたふたと狼狽し，何とか引き止める妙策はないかと頭をひねり，
あれこれと考えをめぐらせたものである。しかし，とりわけ成人されたご息女，ご子息
がドイツの地におられ，ご家族の生活の基盤はすでに向こうにある。また，かねてから
道半ばの人間が新天地で再出発する年齢の限界は60歳あたりというのが持論でもあっ
た。いずれ，美しい国スイスに住むのが夢だとどこかで聞いた記憶もある。けれども具
体的な今後の予定としては，2011年に開始され現在も進行中の科研費プロジェクト『ド
イツ語基礎語彙ポータル』Grundwortschatzportal Deutsch（www.basic-german.com）
に専念すること以外，何も決めていないとも言っておられ，「他のことはまだすべて星々
の中」Alles andere steht noch in den Sternen だそうである。フランツ・ヴェルフェル
の『生まれぬ者たちの星』は，この作家最後の長篇であり，死後の幻想的な世界を描い
た小説だが，縁起でもあるまい。ランゲさんが現世から見上げるのは理念の星々であり，
いずれ啓示の光が届く。そして道がつながる。どんな星であれ，ついに行く道が熟慮の
末に選択されたとなれば，地球上の誰が妨げえようか。
　とはいえ，また一人，家族から去っていく。淋しくないはずがない。残された者にも，
行く人にも，まだ道は続く。そして同じ星のこちら側が暮れなずんでいても，住む場所
が変われば日は昇る。ランゲさん，これからも，こちらやあちらで会いませんか。そし
て，柚子を絞った料理を肴にビールや葡萄酒や日本酒を一献，二献と酌み交わしましょ
う。賑やかで楽しかった時代の香りとぬくもりを忘れず，悼み，愛おしむために。
略歴について
　ランゲさんは1953年５月に生まれ，1963年から1972年までミュンヘン近郊のクルト・
フーバー・ギムナジウムに通った後，１年余りの兵役代替勤務を済ませ，1974年からミュ
ンヘン大学で当初はドイツ語，フランス語を専攻し，奨学金を得て1975年からフランス
のトゥルーズ大学，次いで1977年からスペインのグラナダ大学に各１年間留学してい
101ヴィリー・ランゲ先生のご退職にあたって
205
る。1978年10月にミュンヘン大学に戻ってからは「外国語としてのドイツ語」を主専攻
とし，ロマンス語とゲルマン言語学をそれぞれ副専攻として研鑽を重ね，1984年には斯
界の泰斗であるハーラルト・ヴァインリヒのもとで文学博士の学位を取得した（この
ヴァインリヒに学位を認められた元学徒を本学に迎えるにあたっては，当時各方面から
の羨望を込めた祝福が寄せられた）。教職としては，ドイツを代表する企業の一つであ
るシーメンス社幹部の外国語教育にしばし携われた後，ミュンヘン大学の非常勤講師を
経て，1988年より三重大学の外国人講師，1990年から1995年までは東京ゲーテ・インス
ティトゥートの専任講師，1995年からは早稲田大学商学部専任講師を勤め，1997年に助
教授，2005年に教授に昇任されて，現在に至っている。
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